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紹介する科目「課題研究」
の位置付け
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社会システム科学部

・経営工学，システム科学，社会科学，情報工学等の分野横断的
な学問領域⇒主分野は経営工学

・主要な到達目標：
社会システムやマネジメント問題を分析・評価・管理するために

必要な基礎的知識と，専門知識や技術を総合的に応用し，人的
資源，物的資源，財政資源（資金），技術・情報資源を効果的に
活用して，問題を解決する基礎能力

経営情報科学科

プロジェクトマネジメント学科

金融・経営リスク科学科

社会システム科学部
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経営システムコース（JABEEコース）

経営システムコース（JABEEプログラム）
・経営情報科学科とプロジェクトマネジメント学科のどちらの学科も
選択できる共通コース（2学科1コース）

・経営工学をベースにICTやプロジェクトマネジメント技術を学ぶ

学科名 １年 ２年 ３年 ４年

金融・経営リスク科学科 学科共通（コース設定なし）

経営情報科学科
経営情報科学科

学科共通

　　　　　　〔コース２〕 経営情報マネジメントコース

　　〔コース１〕 経営システムコース(JABEEプログラム ）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

学科共通
　　　　　　〔コース３〕 プロジェクトマネジメントコース

▲コース配属 ▲研究室配属▲コース配属 ▲研究室配属
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研究室単位での開講科目

◆「ゼミナール１，２」，「課題研究」，「卒業研究」は配属された
研究室で開講する必修科目

◆「卒業研究」の最終審査発表会は全体で実施
◆「課題研究」は経営システムコース（JABEEプログラム）のみ

で開講する必修科目

前期 後期 前期 後期

ゼミナール1 ゼミナール2

課題研究

３年 ４年

卒業研究
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ゼロベースで問題設定・解決に取り組む
アクティブラーニング授業

「課題研究」の紹介
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ゼミナールと課題研究の学習・教育目標

ゼミナール１，２
課題研究，および卒業研究を遂行するために必要となる知識，方
法，活用能力を習得することを目的とする．必要となる情報の調
査・収集方法，問題解決に必要となる各種分析・解析手法，プロ
グラミング技術や各種関連ツールの利用方法等について学ぶ．

デザイン能力の修得を目的とした科目

課題研究
これまでに学んできた専門分野の知識，技術，及びゼミナールで
学んだ研究の進め方を活用して，研究テーマの設定，研究テーマ
における課題の検討，検討結果のまとめ，資料化，口頭発表と，
一連の研究プロセスを理解することを目的とする．
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デザイン能力とは

ここでいう「デザイン」とは，「エンジニアリングデザイン（engineering 
design）」を指す．すなわち，単なる設計図面制作ではなく，「必ずし
も解が一つでない課題に対して，種々の学問・技術を利用して，実
現可能な解を見つけ出していくこと．」であり，そのために必要な能
力が「デザイン能力」である．デザイン教育は技術者教育を特徴づ
ける最も重要なものであり，対象とする課題はハードウエアでもソフ
トウエア（システムを含む）でも構わない．

JABEEにおける学習・教育到達目標
(e)種々の科学，技術及び情報を利用して社会の要求を解決するた

めのデザイン能力

出典：「認定基準」の解説，日本技術者教育認定基準
（エンジニアリング系学士課程 2012年度～）
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デザイン能力の修得に必要な問題解決能力

出典：「認定基準」の解説，日本技術者教育認定基準
（エンジニアリング系学士課程 2012年度～）

課題研究では上記(1)～(3)の能力修得に重点を置く
⇒課題を解決する能力ではなく，課題を設定する

（明確にする）能力

(1) 解決すべき問題を認識する能力
(2) 公共の福祉，環境保全，経済性などの考慮すべき制約条件

を特定する能力
(3) 解決すべき課題を論理的に特定，整理，分析する能力
(4) 課題の解決に必要な，数学，自然科学，該当する分野の科学

技術に関する系統的知識を適用し，種々の制約条件を考慮し
て解決に向けた具体的な方針を立案する能力

(5) 立案した方針に従って，実際に問題を解決する能力
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課題研究でなにをさせるのか

学生に与える課題
「研究テーマを提案しなさい」

具体的には，
・研究対象（検討対象）を決めなさい
・研究対象において検討すべき研究テーマ（課題）を提案
しなさい

・研究テーマに取り組み，課題が解決した結果によって得
られる成果とその効果（影響）を説明しなさい

◆要求する成果物は研究テーマ企画書
◆研究結果（課題の解決）は要求しない
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課題研究における研究対象（検討対象）とは

研究対象（検討対象）
あらゆるビジネスにおける課題が対象

ただし，
・得られた結果はビジネスにおける意思決定に活用できること
・データ分析に基づいて結果が得られること

経営工学における研究テーマは
ビジネスにおける課題

★世の中で誰も解明していないオリジナルな研究テーマではなく，
必ず誰かの仕事において直面している課題が対象である
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課題研究の進め方と成果物

授業の実施形態
・全員に対する講義は課題の説明のみ
・検討は学生が独力で取り組む
・毎週1回指定した時間に教員と1対１で面談を実施し，学生は
進捗状況を報告する

・検討を進める上での相談も面談において実施する
・関連データの入手方法等の指導も行う
・必要に応じて，独自データの提供も行う
・最終回（15回目）では，各自が全員の前で発表するとともに，
課題研究報告書（研究テーマ企画書）を提出する
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（出典：平成２８年度情報通信白書，総務省編）

課題研究の主な研究対象

ICT関連市場を
選ぶ学生が多い

ICTサービスの展開
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課題研究のテーマ事例

発表当日に紹介
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課題研究の評価

ルーブリックのような評価レベルまでは示していないが，
以下の評価項目は学生に開示し，意識させている

評価項目 配点

関連技術動向について自身で調査できる 20点

研究動向について自身で調査できる 20点

関連する基礎技術を理解する 20点

検討結果を資料化し口頭発表できる 20点

口頭発表での論理性 10点

口頭発表での質疑対応 10点
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今後の課題

１．産学連携のしくみ作り
業界や企業の情報，様々な関連データの入手には企業等の

協力が必要であるが，現状は教員や学生の個人的な関係に依
存している

２．ビッグデータの利活用
・様々な公開データの活用
・共有化されるビッグデータの活用

３．学生の能力，特性に合わせた指導

４．経営工学の基本知識・技術活用プログラムの展開



172017/12/24 井上 明也

出典：2017年情報通信白書概要
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/summary/summary01.pdf

【参考】
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参考：情報通信統計データ

出典：情報通信統計データベース
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/
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参考：政府統計データ

出典：政府統計の総合窓口
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do
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経営工学の基本知識・技術活用の提言

★経営工学は問題解決に取り組むために必要な様々な知識
や技術を学ぶ分野である．すべての分野の問題解決策の検
討において，経営工学の基礎知識が有効である．

★問題解決に必要な経営工学の基礎知識や技術の学びとと
もに，問題の発見，分析，設定，解決に至る，基礎知識や技
術の活用を目指した，学部を超えた協働プログラムの導入
を提案したい．


